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(Director : Prof. Dr. YAsU,¥IARA AoYA日I〕

It has been almost definitely established b~’ man~’ investigators that fat 

nutrition is effective against tuberculosis. If it is true, what is the mechanismus of 

action? The writer has tried to examine this point h:-・ observing how experimental 

pulmonary tuberculous lesions behave in rabbits receiving long-continued administra-

tion of sesame oil emulsion. 

The resu比sare summarized as follows : 

1) The rabbits with pulmonary tuberculosis gain weight more rapidly with 

repeated administration of fat emulsion than those receiving no fat emulsion. 

2) Histochemically, a part of infused fat definitely escape:-; from the disease<l 

blood vessels in the necrobiotic area of tuberculous lesions. 

3) Calcification of tubsrculous lesions is promoted markedly in the ar回S

heavily infiltrated with fat. 

4) In tuberculous lesions where fat is densely distrilrntcd all around them, 

there is little possibility of their sっfteningand melting. 

5) ln the fat treated group, the proliferation of arg：－’rophilic fibers occurs 

more rapidly in the wall of tuberculous. foci and the≫ become collagenous earlier. 

6) In the fat treated group, the tub2rculous foci are completely encapsulated 

and become consolidated at an earlier stage. 

L緒昌

さむこ，教室の林は生繭を紅気管性に注入すること

によって作製した実験的結核性病以を有する家l厄ν〕1'lj'f

脈内へわれわれの創製した脂質乳剤を，反覆注入 し

てP その結核病巣の進展、はどのような影響を受けるか

を組織学的に検討した給果p 脂質を投与すれば斯る病

巣の萎縮p 夜化が促されp また同時にその部へのカル

シウム沈潜も促されることを指摘した．そしてこれ

( し注入脂質の－f.Yが少なくとも結核病巣の仮注壊死

h-:'iに1J.:tcする病的内管から漏出してP 乾酪性物質の周

辺部に惨透分布することによって招来される二次的現

象であるとした．

そこで今双私はさきに林の行った実験とlJ',1;¥ってP
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山村の考案した方法に準拠して作製した感作実験的家

兎結核病巣を応用して，林の立証した濡事実ぶまた果

してこの際にも立証され得るかどうかを実験に匡した

のである．

n.実験材料並びに実験方法
1） 誌獣

体重2kg前後のツベルクリ ン反応陰性の成熟尿兎．

2l 脂質事L剤

林の行った実験成縦と対比する必要上，本実験に於

ても 20%精製ゴマ治乳剤を専ら使用したが，本虫剤

の原料であるゴマ油ft, ミリスチン酸， パ •＼，ミチン

酸，ステアリン酸p オレイン酸p リノール酸及び少量

のリノレン酸の混合グリセライドである．

本実験に於ては，斯る脂酸構成を有する20%ゴマ油

乳剤をp 家兎の体重毎kg当り 1.0ccの割合となるよう

に，VB13 mg, VB2 2 mg, W 司 10皿gの併用下に連日そ

の静脈内へ注入した（以下，新る混合注射液をFBiB2

Cと略記する）．また，乳剤中には7%の割合に葡萄

糖をも含有しているからp それに対処するため，対照

群に対しては， 7%糖液を特別に調整しp これを体重

毎kg当り1.0ccの割合で， VB13田g,VB2 2 mg, VC 10 

mgの併用下に連日その静脈内へ注入した（以下，斯る

混合注射液をGB1B2Cと略記する）．

3) 結核菌採取法

耐性のない牛型E株結核蔚を，まず3%小川国型培

地に 3週間発育主せp その発育良好の闘のみをp 更に

Kirchner液体培地に 15日間J；＇＇；養しp 次いでそれを

Sau ton液体培地で30日間培養することにより， 当該

商を大量に採取しp これを感作及び二次抗原としてP

それぞれ試獣の皮下及び肺臓内注射に使用し た．

4) 感作実験的家克結核病巣の作製

山村・中村の方法に準拠してP 感作実験的家兎結核

病巣を作製する意図でp 以上の培養法によって採取し

た牛型E株結核蘭を正確に秤量し（死繭p湿重量），そ
の375mgを滅菌蒸溜水！Sec中に添加，それを平等にii

滋させて，そのO.Jccをまず家兎の大腿外側の皮下に

5日間痛で計4回注射しp 当該家兎を感作し，ツベヰ

クリン反応の陽転した後，らtiに同一家兎に対いその
感作時にr'1'.mしたものと全く同ーの商浮滋液を，その
右側胸援の第3～司’＼4肋間を通じて，注射針により確

実にp その右側怖と葉内へ注入した．そしてその任，

10, 20, 30日と経目的に｜岡市レ線撮影を行い，病巣進

展の状態をレ線学的に観察し，またこれを剖険してP

確実に空洞を形成させ得るよう手放が熟達してから，

本実験を開始した．

5) 検査事項

以上の予備実験と金〈同様の方法を以て作製し得た

紡被l際恵、家1;jlをそれぞれ2群に別ち，一方に対しては

FB1B~C' を ，他方に対して t t< ;111n~c を夫々反穏注入し ，

各々の示す一般状態3 体重の変動p レ線所見の推移を

観察してP 更にそれら試獣を経月的に属殺p 致死せし

めp その結核病巣の示す態度を組織学的に追究した．

か組織染色法

何れの標本についてもp ヘマトキシリン・エオジン

重染色（以下p H·E•染色と略記）， Oil Red O染色（以
下p ORO染色と略記）， Weigert弾力線維染色「以

下PW染色と略記〉及ぴBielschowsky-Maresch鍍ffi

染色（以下， Ap:＇染色 と略記〕を必ず併せ行いJ叉必
要に応じてカルシウム染色 （Kossa・iをも施行した．

町実験成績並びに考按

1) －般状態

FB1B2C群及びGB1l11C群は共U コ次抗原注入後

5～10日聞は飼料の大半を残し，全身の立毛宇井モLて

E君主り，動作が極めて緩慢となったが，その後両韓共

)'J.::J'＼に以上の症吠は斡快し，二次抗原注入後20日もす

ると，殆んどそのー般状態は正常に筏しP 梅雨期＇~

夏期を除けば，両群｛百れも屠殺時迄外観上これといっ

た者変を示さt，い．而して， f-1二重も二次抗原注入後20
日目頃から憎加し始め，実験開l引を3～4ヵ月自の梅

雨期に至ってp Glヲ1B2Ci'ffl t何れも軽度乍ら体重の減

少を来したのに反して， FB1B2C群は斯る際でも全く

休重の減少を来たすことはなく，箪ろ徐々ではある

が，それは増加し，ために両群の間に著明な体重増加

率の差異を生じた 併し，その拠って来た~所以がた

だ偶勺その時期が梅雨期に相当したためであるという

だけでなく p 後述するように，この時期には結核病巣

の進展様式にもp FB1B2C群とGB1B2C群の聞に明らか

な差異が認められるのであるから，ただ一概に梅雨期

に刷、＇iしたということだけで両群の聞に認められた著

しい体重増加率の差異を説明することは出来ないよう

に恩われる．そして爾後p 体重は両群共に平行的に増

加し，初秋に入ると JI：にp その程度は一層顕著とな

り，二次抗原注入後6ヵ月もするとp 休重は略々一定

するに至った．

2) 捌出肺臓の肉眼的所見

一般に， FBil¥1C！日， GBilV＇群の何れに於てもp そ
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の病巣作製部1立を可及的右上薬に｜限局させるように努

めた関係上，左肺にはこれといった病的所見を認め得

ない．そしてP 両群を通じて共通的なことは，程度の

差こそあれP何れもその右肺上薬の病巣存（f，引むこ一

致してP その部分の胸摸面は疏豆大～小指頭大の大小

不同の結節隆起を生じ，それらが多数柑援して存在し

たりあるいはそれが全く癒合して 1箇の大きい結節を

形成しているかのような観を呈する場所もある． この

ような部分では，その胸膜表面の毛細血管も可成り増

殖3 拡張，蛇行し，病巣部は一般に弾性硬である．併

し， 一部のものでは軟化し，弾性軟に触れる箇所も存

在する．新る標本を切断しP その割面を検するとp 結

iiijιに一致してP 灰白黄色の比較的軟のチーズ様物質

が充満して居りp 明らかにそれが一見して乾酪化病巣

であることがわかる．併し， 長期間を経たものにあっ

てはp この乾酪化物質が殆ど排出されP 僅かの乾酪性

物質を胎した，内面が比較的平滑な結核性空洞に迄発

展しているものもある．このように肉眼的所見のみを

以てして｛わ どのような点に於て， FBd32C群と GB1

ll1C群の聞に大きな差異が存在するかということを判

然と指摘し難いがp 少くともFB1B2C群の方がGB182C

群に較べて，その病巣拡大の範囲が比較的小範囲に止

まり，且つより早期から萎縮p 硬化する傾向があるよ

うに恩われる．

4! 組織学的所見

二次抗原注入後p 経月的に屠殺，致死させたFB1B2C

群並びに G8182C群それぞれの試獣から刻出した右肺

上薬の病巣部をそれぞれH・E染色， ORO＊色p Ag染

色，W染色及びカルシウム染色を施すことによって組

織学的に比較検討し，次のような実験成績をi！＋た．

A1 H・E染色花ぴにカルシウム染色所見

(j) 実験 1ヵ月目の所見

（晶） FB1B2C群

右肺上薬は細業性法出性肺炎の像を呈しp その間質

並びに肺胞壁は組織球性の細胞主主j闘によって著しく肥

厚しp 肺胞隆は寧ろ狭小となっている．併しp 未だ典

型的の結核結節の形成交びその乾酪化の傾向は認め難

しただ僅かに非典型的結節形成箇所に類上皮細胞の

主主潤を認める程度である．

(b) GB182C苦手

対照1i'Fでは既にこの時期でも判然とした数個の典型

的結後結節が形成されて居りp 而もその乾酪化も著明

で，互に癒合する傾向すら示している．この乾酪化病

巣の周辺部は帯状に走る組織球性の細胞惨澗層にょっ
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て占められ，その外側にリンパ球の漆潤が僅かに認め

られる．そして斯る典型的結核紡節以外の肺組織は著

しく充血し，出血巣さえ認められ， 組織球性の細胞漆

潤によってp その肺胞壁が肥厚し，ために肺胞隆は狭
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小となっている部分が多い．併しp その聞に雑ってp

逆に肺胞肢が代償性に拡張し，気睡状態を呈する部位

もあり，従って一般に肺胞腔は大小不規則な形状を呈

してし、る．

(ii) 実験2ヵ月目の所見

(a) FB1B2C群

外観上， 3～4箇の結綾結節が相癒合してP 恰かも

1簡の大きな結節を形成しているかのような観を呈す

る場所もある．市して，個々の結節の中心部は軽度乍

ら乾酪化し，そこに軽度ではあるが，既にカルシウム

の凋漫性沈着を認めることが出来る．このような所見

を呈する病巣の周辺部はp 組織球性の細胞惨潤層から

なりp 更に比較的疎な線維形成層及びリンパ球性の惨

潤層がその外側に存在する．併し，混合感染の存在す

るためかp 結節中心部にも軽度の組織球性の細胞惨I閏

や多数の血液性の活字走細胞の出現をみる場所もある．

まわ一部には細蔚の集落を認める箇所もあってF こ

のような病巣周辺の隣接組織にはp 対照群にみられる

ような肺胞壁の肥厚は殆ど認められずp ただ僅かに部

分的に軽い気彊状態を呈する場所を認めるに過ぎな

L、

ぬ1) GB1B2C群

FB1B2C群よりもP 病巣の範囲は著しく大でp 右肺

上葉は，恰かもそれ全体が 1箇の結核結節であるかの

ような所見を呈しp 上薬には極めて僅かの外観上比較

的健常と思われる肺組織を胎しているに過ぎない．併

しp このように広範聞に亘る結節も，それを詳細に眺

めるとP 前述のような基本構造を有する多数の小結節

が癒合した結果生じたものでP 斯る判然とした病巣部

以外の場所に於てt，屡々大小不同の組織球性細胞の
限局性あるいは凋漫性の主主潤巣を認めることが出来

る．従ってP 僅か乍ら残存する外観上比較的健常と思

われる肺組織に於てもP その肺胞腔は極端に不規則と

なりp 無気肺状を呈した部分と気唾状を呈した部分と

が相交錯して存在しているのである．

(iii) 実験3h月目の所見

(a) FB1B2C群

結綴病巣の所見は 2ヵ月目の所見と大体同様である

が，個々の結節の乾酪化は少しく進展している．併

し，その程度は対照群に岐ベて透かに軽度でI j丸山部

には自国漫性のカルシウム沈着を認める．

(b) GB1B2C群

2ヵ月間に認められたような個々の結節の中心部は

何れも著しい乾酪化の傾向を示すようになり p その乾

酪化の程度及び範囲はFBiJJ,C’群よりも著しい併しp

GB1BiC /{'f.に於てはp このl時期に至ってもなおカルシ

ウム沈着の様相は全く認められずp 病巣部周辺の外観

上比較的健常と思われる部分の肺胞壁も依然としてそ

の肥厚が著しい．またp 気色’Z主には気管支周囲炎の像

を認めることが出来る．

(iv〕 実験4ヵ月目の所見

（乱） FB1B2C群

FB1B2C群と難も，この時期に至るとp 各結節は立

派な乾酪化巣を形成するようになる．そして同時にp

その乾酪巣内にはカルシウムの沈着を認めることが出

来る．各結節の周辺部外層には組織球性の細胞法潤を

認めp その程度は各結節が互に癒合する部分に於て特

に著しい．また，病巣部周辺の外観上比較的健常と思

われる部分の肺組J織では既にその肺胞壁が非薄となっ

ている．

(b) GB1B2C群

この時期に至って，対照群では初めて，その結節中

心部の乾酪山！~にカルシウムの禰漫性沈着を認めるこ

とが出来るようになるがp その程度は極めて軽微であ

る．

(v) 実験5ヵ月自の所見

(a) FB1B2C群

一般に，この時期に至るとF 結核結節中心部の乾酪

巣内にみられるカルシウム沈着の程度が高度となり，

且つ粗大となる．

（同 GB1B2C群

病巣の乾酪化は益々著明となりp 極めて大きな乾酪

化巣へと発展する．そしてP その中のあるものに於て

はp それが軟化p 融解し，判然とした空洞形成をみる

ものすらある．この際留意すべきはp 乾酪化巣へのカ

ルシウム沈着の所見であってp それは壊死状態の左程

強くない完全乾酪比巣に限定されP 而もその程度が比

較的小さな乾酪化巣程著明に認められるということ

でF これは真に興味深い事実である．このような判然

とした病巣部周辺の外観上比較的健常と忠われる部位

の肺組J織にぬではp この時期に至って漸くその肺胞壁

が萎縮したかのような所見を呈する部位が散見される

ようになるがp なお大部分の部位では肥厚している．

(vi) 実験6/J月自の所見

（乱） FB1B2C!f¥ 

乾酪化の程度は5ヵ月固と 6h月間とでは左程顕著

な差異を認めず，乾酪化の著明な結節に於ては，組織

球性の細目白！出土狭小となっていてy 乾酪巣内へのカル
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の沈着を痕跡だに認めることは出来ない．また，所々

の気管支にはp 気管支l,';J1111・：：の11埼像さえ認め得るよう

になる．併し， 4占月日になると，対照群でも少しく

乾酪巣内にカルシウムの沈着を認め得るようになる

ぷy その後時日の経過につれて乾酪化の程度は益々顕

著となりp その中のあるものはその軟化，融解によっ

て，立派な空洞を形成するようになる．そしもこの

際の特徴的な所見はp その乾酪巣内へのカルンウムの

f主的が軟化，融解の左程強くない完全乾酪巣に略々限

定されて居てp 且つその大いさが小さな比較的安定し

ていると思恥れる乾酪巣に於て，より一層顕著に認め

られたということである．

（司 Ag染色並びに ORO染色所見（附W染色）

(j) 実験 1ヵ月目の所見

（乱） FB1B2C群

前項で1，述べたよ －） f:, 

第30巻日本外科宝函

シウム沈着も著明である．病巣周辺部の比較的防市と

忠月・ij＇.る肺組織は萎縮伏を呈する．

(b) GB1B2C群

Ljiなる乾酪化犯のみでなく，明らかな空洞を所々に

認める．カルシウム沈着の程度は5ヵ月目と大差がな

rviil 実験7ヵ月目～JOヵ月目の所見

本実験はFB1B2C群のみについて行ったがp その成

績は大体6ヵ月目の所見と大差なし既に病巣の安定

化したことを｝J}、わせる．そして乾酪巣内には'ITTに粗大

;11,f,'i.F・、のカルシウムの沈着を認めることが，＇ L',来る．

(viiiJ 小括

以上F感作実験的家兎結核病巣の進展様式含FB1B2C

群及びGB1B2C群についてp それぞJ.c.H・EcJ毛色史ぴカ

弘シウム主染色を施して組織学的に検索し，次のよ「な

結論に到達した．
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とした結核紡節あるいは乾酪化巣の形成を認め難いの

も本項の検索は 2ヵ月固から行った．

(b) GB1B2C群

GB1B2C群に於てIt, 既にこの時期でも結核結節の

形成を認めp 乾酪化の傾向を示すがp 病巣部周辺の好

銀性線維のJ首生は極めて乏しし僅かに病栄町辺部に

平行的に主乙lif・銀性線維を散見す石lこ過ぎず，乾酪巣

内への脂質の沈着も極めて軽微である．

(ii) 実験2}j月間の所見

（凡） FB1B2CI洋

実験1ヵ月同てit，未だ典型的な結核結節の形成は

認められずにp 組l葉佳彦出性肺炎の病像を呈しP カル

シウム沈着の所見も認め得なし、が， 2ヵ月間になる

とy 典型的結核結節の形成を認め，その中心部は軽度

乍ら乾酪化し，そこに軽度のカルシウム沈着を認め得

るようになるしp また，病巣部以外の外観上比較的健

常と，！日、われる肺組織の肺胞壁肥厚の程度も軽減しP 3 

ヵ月目に入るとP 寧ろそれは萎縮しp 非薄となる．併

しp 結節中心部の乾費者化は進展しp 4ヵ月目に至って

:i'r: 派な乾酪化巣を形成するようになる．さりながら，

その程度及び病巣の拡大範囲は対照群よりも透かに軽

微であってP 5ヵ月自に至ってもp 乾西宮化の程度は左

程進展せずp 安定化いただ乾酪巣内に出現するカル

シウムの性状が粗大瀬粒状となり且つ豊日に認められ

るようになることが特徴的である．而してF 以後JOヵ

月目に至る迄の経過をも観察したがp その後これとい

った病巣の進展もなしカルシウム沈着の様相にも左

程の変化を認め難し病巣は略々鎮静化しているもの

と臆測されるのである．

（同 GB1B2C群

対照群に於て山既に 1 ヵ月目に~~－ても典型的結核

結節の形成をみp 旦っその中心部は乾酪化の様相さえ

示している．而してF 2ヵ月目になるとP 病巣の範囲

は著しく拡大しp 多数の結節が癒合し，恰かも右肺上

業主：全体として 1箇の結核結節であるかのような様相

を示すように7なると同時にp その乾酪化の程度も著し

く進展する．そしてP 3ヵ月間に至ってもカルシウム
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（同 FB1B2C群

この時期になると FB1B2C群でも明らかな結核結節

の形成を認め得るようになりp 病巣周辺部に平行的に

走る好銀性線維が隆起状になって，病巣内に凸出する

好銀性線維の増生として判然と認めることが出来る．

そして同時に，脂質は乾酪巣周辺部の組織球性細胞

層，仮性嬢死巣に多数に出現し，またその外側の好銀

性線維楢生部にも少量乍ら認、められるようになる．こ

の組織球性細胞層に存在する脂質の一部は明らかに斯

る細胞内に捕食されて居るものである．併しp 乾酪巣

中心部には殆ど脂質を立証することが出来ない。

（同 GB182C群

禾だ好銀性線維の場生は殆ど立証し得ずp 脂質は乏

しい乍らも大体FB1B2C群と同様の分布を示す．

(iii) 実験3ヵ月目の所見

（同 FB182C群

病巣周辺部の好銀性線維の増生は活畿に認められ，

病巣を閤携するかのように平行的に走るものP 隆起状

に病巣内に凸出するもの，更に梁状に病巣内に侵入す

るもの等が認められる。脂質も組織球性細胞層～仮性

壊死層に多量に立証されるがp 特に好銀性線維が病巣

内へ侵入した部分の乾酪性物質の周辺部には，その分

布が著しい，これは，林の立証したP 注入脂質の一部

が仮性壊死層の病的血管から漏出してP 乾酪巣周辺部

に主主透分布するという事実を裏書きするものであろ

う。併しp この頃になると，脂質は乾酪巣中心部にも

認められるようになる．要するに病巣周辺部から中心

部に向うにつれて漸次その分布密度は減少している．

（同 GB1B2C群

この時期に至っても好銀性線維の増生は認められ

ず，病巣拡大の一途を辿る．またp 脂質の乾酪巣内へ

の法透分布も FB1B2C群に較べて逢かに乏しい．

(iv) 実験4泊月目の所見

（晶lFB1B2C群

好銀性線維の増生は病巣周囲を間続して平行的に走

るものP 梁状に病巣内へ侵入するもの等極めて活畿で

ありp 脂質も組織球性細胞層～仮性壊死層に於て最も

多く，病巣中心部にゆくにつれて漸次減少している

がp 中心部にもなお可成り多量の脂質を立証すること

が出来るようになる．

（同 GB1B2C群

脂質群よりも病巣内に認められる脂質は遥かに少な

いー併しp この頃になると GB1B2C群に於てもp 病県

周辺部を図続するかのように，疎な網状の好銀性線維

を僅か乍ら立証し得るようになりp 病巣の！.＇i];!l，健常
組織への鉱大も漸くまず小l哀を保つに至るもののよ う

である．而もこの時期はGB1B2C群に於て初めて乾酪

巣内へのカルシウムの沈着が始る時期に相当すること

は真に興味深いー

(v) 実験5～6ヵ月自の所見

(a) FB1B2C群

実験4ヵ月目の所見と大差を認めな1..

(b) GB182C群

GB1B2C群に於ても 4ヵ月目の所見と大差はないがp

乾酪巣中の軟化p 融解の著しい；＇； 1：分では，脂質の沈着

は特に少し斯る部位では殆ど認め勾｜い程度てJある．

それに反して，軟化，融解の左程強くない完全乾酪巣

でP 而もその大いさが比較的小さいものにあっては，

GB1B2C群に於ても可成り沢山の脂質がその乾酪巣内

に立証され得るものであり，その分布様式はカルシウ

ムの沈着態度と全く同様である．要するに3 以上の事

実は，乾酪巣が比較的多量の脂質とカルシウムを共に

保有するならばp それは極めて安定化するに至るもの

でP 従ってp そのような意味でFB1B2C群のように充

分量の脂質を補給すればp 好銀性線維の増生と相倹っ

てp 病巣の拡大p 乾酪化巣の軟化p 融解をも抑制しP

速やかに病巣の鎮酸化がもたらされるものと思考され

る．

(vi) 実験7～10ヵ月聞の所見

前項同様， FB182C群についてのみ施行したがp 脂

質沈着の態度及びその分布状態は6ヵ月目の所見と大

差がない．併し，好銀性線維は6ヵ月目以降になる

とp その隆起状あるいは梁状の増生が一般に認められ

難くなりp それに反して，病巣周辺部を聞続するかの

ようにp それと平行的に走る極めて活滋に増生した密

な好銀性線維層によってとりまかれ，そこに病巣は何

れも極めて安定化した完全な被包乾酪巣として存在し

ている．

(vii) 小指

以上，感作実験的家兎結核症を作製し，経月的にそ

の病巣進展の様相をFB1B2C群およびGB1B2C群につい

てそれぞれORO染色及びAg染色を施して組織学的に

検討した結果p 全期間を通t,FB1B2C群に於ける病
巣内脂質沈着の程度はGB1B2Cn干に似ぺ上b車交lこならな
い程著明である．而もその分｛Jjf自立についてみるとp

初期の段階に於てはそれが主として結節周辺部の所調

組織球性細胞層～仮性腹死層に限｝，，）して認められるの

に反して，病巣作製後p 日を経るに従って，その分布
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領域も漸次乾酪巣中心部にも 1えりp その病県全符l域に

脂質が沈着するようになる．これはp 要するに林の立

証したようl二注入脂質の一部が少くとも病巣周辺部

の仮性壊死層の病的血管から漏出する事実を裏付ける

ものであろう．これに反してP GB1BiC群に於てはp

病巣内脂質も主として病巣周辺部に，而も僅かに認め

られるに過ぎず，平和二弱化跡、解の傾向が強い乾酪巣Lこ

於ては特に乏しいのである．そして軟化p 雨91解の左程

強くない完全乾酪巣でp 而もその大いさが比較的小さ

いものにあってはp GB1B2C群でも可成り沢山の脂質

を立証し得てp 同時に斯るものにあってはp 前項で述

べたようにカルシウムの沈着の程度も比較的著明に認

められる事実から考え，脂質並びにカルシウムの病巣

内沈着は当該病巣の安定化に極めて重要な因子として

作用しているものと考えられ，そのような意味で脂質

の投与は極めて有効的に作用するものと恩われるので

ある．而もpAg染色標本について検討するとp FB1B2C 

群の方が， Gll1fH唱群よりもその病巣周辺部に於ける

好銀性線維の増生が著しし前者に於ては極めて早期

から病巣周辺部を囲続するかのように，それと平行的

に走るものF 隆起状に病巣内に凸出するものP E互に梁

状に病巣内に侵入するもの等密に治生した好銀性線維

層によって病巣は速やかに被包化される傾向を示しp

二次抗原注入後6ヵ月もすると，好銀性線維層は主と

して病巣を図鏡するもののみとなりp 完全な被包乾酪

巣として存在するようになるのである，而して，GB1B2

c群に於ては好銀性線維の増生もその開始時期は遅延
しp 二次抗原注入後4ヵ月目頃に至って漸く認められ

る程度であり，而もそれも疎な網の回状のJ自主態度を

示すに過ぎないからP 病巣の進展p 拡大も著しし更

に病巣のあるものにあってはp 脂質あるいはカルシウ

ムの沈着も弱し極めて不安定な乾酪巣であるため，

容易に軟化p 融解しp 結核性空洞へと進展するものも

多い．

N.総括

肺結核病巣に出現する脂質の意義についてはp Vir-

chow以来大いに注目されp Rosenthal, !Ic;・xhcimer, 

Joest等の報告をみるが， 併しその良の意義が｛可処lこ

存ーするかはp 未だ明らかにさjしていない．従って，そ

こに出現する脂質が1pj巣の成立p 進展Diにその治癒J品

程とどのような関聯注を有するかも未だ不明の状態で

ある．主主主の林い， さきにJlfr る.＇.~＼への’＇1t:i11J を志し p ま

ず主主気管目：に核紡閣を！！「Ii内に注入することによって作

製し1G，た家兎実験的結核症を応用しP 而も斯る個体に

われわれの作製したl静脈内注入可能なゴマ油乳剤を負

荷した際の病巣の成立あるいはその進展の様相を組織

化学的に検討しp 少くとも投与脂質の一部は結節周辺

部の仮性壊死層の病的血管から漏出してP 乾酪性物質

周辺部に惨透分布しp 当該局所のカルシウム沈着を促

がすと同時に当該局所の結核菌生活環境をも著しく改

変しP 更に結節周辺部の好銀性線維の増生をも促がす

事実を明らかにしたのである．而してP 本実験に於て

はy 前述の林の行った実験をrn裂してP 山村の方法に
準拠して作製し得た感作実験的家兎結核症を応用する

ことによってP 林の行った実験と全く同一条件下に再

度実験を繰返し，林のいう事実が感作実験的家兎結核

症の場合にも果して立証され得るものであるかを吟味

したのである．ところぶ，本実験に於て久，グリセラ

イドの型で静脈内へ注入された脂質の微粒子f±，やは

り病巣周辺部の仮性壊死層の病的血管から漏出してP

乾酪巣周辺部の組織球性細胞層～仮住壊苑層にまず法

透分布しp 然る後漸次その分布領域は中心部にも及

びP 遂に乾酪巣全般にそれが判然と認められ得るよう

になる事実を明らかにすることが出来たのである．そ

してP FB1B2C群及びGB1B2C群のそれぞれについてp

全期間に亘ってAg染色， \Vi~~ 色， OHOd＇：色， H·E染色

更にカルシウム染色等を応用して組織化学的に病巣の

示す態度を比l鮫検討した結果，好銀性i線維のt首生，即

ち被膜の線維化が強く p i市も軟化p 融解の兆が全く認

められないp 安定した乾酪巣に於てはp ←般に脂質の

分布密度も大でp まだ当該局所のカルシウム沈着も促

がされp rrriも脂質の分布は乾酪巣全般に亘っているの

である．それに反してP 軟化p 融解の兆ある乾酪巣，

更に詳細に述べるならばp 安平等のいうようにp既存

の肺胞構i立，血管p 増殖した線維持＼！立当が失；われたり

あるいは崩技しp 同時に今迄一様に配列していた乾酪

i宝物質が疎縫となりp 更にn¥ll裂等をも生t.::，更に白血
球その他の滋走細胞の漆fljiJを示すと同時にF 更に彬：iじ

が最初に始る場所とされている激走細胞の核とは異る

好塩基性の小斑点を生ずるようになった乾酪巣には，

！脂質の沈着も一般に少しカルシウムの沈着も亦乏し

いのが通115でp 病巣は正主位r＇，拡大し p その位階iE'.t早

晩秋化p 融解して，完全な空洞へと進展してゆくもの

のようである．殊に，乾酪性物質中のまずJ夜初に軟

化p 融fi!fのljfjる場所と主れている上述の好塩基性の部

ri'i:やl'11(1tfJ惨111の認められる部位には，付に脂質が少

いという傾向を示したのである．夏するにp n日貿を大
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量に投与してF 病巣周辺部の仮性壊死層の病的血管か

らその漏出を促がし，脂質を充分に乾酪巣内へ濠透分

布させると，当該局所に対するカルシウムの二次的沈

着を促がすこととなりp 同時にまた早期から病巣周辺

部の好銀性線維の増生も促進されてF 速やかに病巣は

安定化し，完全被包乾酪巣へと移行しp 一般状態もそ

れに伴い早くから改善されるようになるものと考えE

るを得ない．そしてこの事実こそ従来結核症に対して

脂質の大量投与を行うことによって極めて良好な結果

を招来するとされた大きな原因のように思われてなら

ないのである．ところでP このような病巣へ出現する

脂質の由来についてはp Joest，沓掛等｝おそれが細胞

の新陳代謝障害に伴って惹起される所謂機能障碍性の

脂質変性にもとずくものでP 細胞の崩壊にさきだって

出現するものとしP 更に寺桧は病巣局所の単球系細胞

にリバーゼ染色が陽性に認められるところから，病巣

に出現する脂質は合成によるものであるとしているの

である．勿論p われわれの実験のみではJoestや沓掛

等の説を否定することは出来ないがp 併し，林の実験

成績及び本実験成績からも明らかなように，その病巣

内脂質の由来は少くともその大部分が病巣周辺部の仮

性壊死層の病的血管から漏出した血中脂質にもとずく

ものと考えるのが至当のようである．そしてP このよ

うな機転が行われる限りでは，今後の脂溶性抗結核剤

の出現は結核の治療に大いなる効果を期待されていい

のである．そしてまたp本実験に於て， GB182C群に於

てもp 比較的小さな完全乾酪巣に於てはp 脂質が比較

的豊富に存在し，而も軟化，融解の怖れが殆どないこ

とが判明したがp 近時島村，塩沢，香川，加納等の指

摘したようにp 切除療法の適応が小葉大以上あるいは

直径1～2個以上の乾酪巣にあるとした事実と想い併

せてP 真に興味深い．

然らばp 何故に脂質の豊富に存在する乾酪巣に於て

はp その軟化p 融解が行われ難いかということが問題

となって来る．嘗てp Jobling, Petersonは乾酪性物

質の中から抽出された脂酸の鹸化物が蛋白質分解酵素

作用に阻止的に働々事実を見出しP 而もその拍出脂酸

は乾酪巣内に存在する結核菌自体の構成脂酸であると

考え，またp Weissは結核菌自体から抽出した或種の

脂質成分に同様の蛋自分解酵素作用に対し阻止的に作

用する働きのあることを指摘した．併しp その後軟

化p 融解しつつある乾酪性物質の方ボ，その傾向の少

いものに較べてp より多くの結般的そ保有していると

いう事実が明かにされた点からしてもp この際彼等の

考え方は正しいとは思われずp寧ろReiland,Farber, 

Standenath等が各種の脂質も亦蛋由貿分解酵素作用

に対し阻止的に働くことを指摘したことからしてP 前

述のように仮性嬢死層の病的血管から漏出して，乾酪

巣内に溶透分布した脂質そのものがp 乾酪性物質の軟

化，融解を促がす蛋白分解酵素作用に問止的に作用し

ているものと考えたいのである．本実験に於てはp 斯

る点まで検討することは出来なかったがp 今後この問

題は酵素学的立Jt;jから更に検討されなければならない

ものである．
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！議作実験的家兎t/i賊Jii,jf.耗111i村）に及ぼす脂質投与の影響に関する実験的研究 ． 

第 1図 F 81rl2C11¥, 2ヵ月日の所見．脂質は主
として病巣周辺部の仮性壊手E層乃雫組織
球｜生細胞層に ，＼，｛！， め られる <OHO•f:C'.c1,

第 2図 FB182C、群＇ 2ヵ月目の所見．乾酪巣周
辺部の組織球性細胞層に存在する脂質は
.':;:''i以q1;r1の組織E貫性汁II胞によってl切
らかに c~u；~ されている t υ］｛（＿）＇ふ c~'・ 

第 3図 FB182C‘群＇ 4ヵ月目の所見． 脂質（日E
酪1111.';jj_!l川のみならず中じ：1:i：毛弓 まで
多量に認められる 10}{0明色 ＇・

第4図 F 131 B2 C’鮮y 7 }J月自の所見． 乾酪県内
にlt ’ jミに応11リ tJ カ ヰ シウム /t 1~i が，；.~.めら
れる III・Eq＇凸）．

第5図 F l31B2C群＇ 10 ヵ月目のJili~l. 乾酪巣内
( t'-k;におびただしい脂質の沈泊つ：全町約二
亘って認められる 10HO·H~11.

2 

4 
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第6図 FB1B2C司群p 1 ヵ月闘のH·E•f：〔r~所 1,1,. 第 7図 FB1B2C群， 2 ヵ月自のH·E•tl巴所見．

第8図 FB182C・群p 3ヵ月目のH・Eif;色所見． 第 9図 FB182C・群，4ヵ月闘のH・E－＇共色円！？ 見．

第10図 FB182C群， 5 ヵ月 自のH·E•染色所見． 第11~ FB182C群p 7 ヵ月目のH·E•特色所見．
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第12図 FB182（句群p 3ヵ月目J;QRO染色所見． 第13図 FB1B2C‘群p 5力月日のORO染色所厄．

第15%1 FB1B2＜、／ff, 7 ヵ月白 (T',(Jf ｛（）·~月色所見．

第16図 第17翠
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第18図 FB1B2C群p 3ヵ月目のAg染色所見． 第19図 GB1B2C群p 3ヵ月目のAg;;¥(ir_riJT見．

第20~ FB1B2C群， 5力月目のA広1令色所見． 第21図 GB1B2C‘群， 5 岩月間のAg•f,色所見．

FB1B2C群p 6ヵ月目のAg染色所見．
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－司圃』守胃－ ~・－－且、、

第24図 FB1 B~C司群p 9 力月目のA且 ； ：＇： 巴いIf\~. 第25図 FB1B2C群＇ 10 力月目のAg•花色所見．

曲』－軸ー－
－砂官同峰Eム一一

，崎旬幽幽－
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